
■プロジェクトの背景 ■プロジェクトの目的

食生活改善は重要だが、継続や習慣化が難しい→ 特に女性特有の健康課題
かロリスで食生活を「見える化」し、人々の健康と福祉を
増進すること

■ポイント
①手軽さ
• 置くだけで計測、入力不要
②正確性
• 重量＋画像で高精度解析
③健康管理
• カロリー・栄養・塩分をLEDで表示

④面白さ
・馬鹿者ボタンなど遊び心ある機能

⑤煩わしさ軽減
・手間ゼロで習慣化しやすい

■共創関係と効果 ■製品説明 〇AI画像認識
テーブル上のカメラで料理を撮影し、AI
アルゴリズムにより食材・レシピを自動
特定します。

〇重量計測
お皿下の高精度重量センサーで摂

取量をリアルタイム計測し、正確
な食事データを取得します。

〇データ統合解析
質量・画像・栄養データベースを統
合しカロリー・栄養素を自動解析し
て健康管理に活用します。

〇 LED通知
取得データをもとに栄養バランス
を可視化。理想は緑、偏りは赤な
ど、LEDインジケータで直感的に
知らせます。

〇プリ連携
スマホアプリと連動し、
UI/UX設計に基づいた画面で記
録・パーソナル栄養管理・健康
アドバイスが可能です。

カメラで料理を認識してレシピを特定し、重量セ
ンサーと合わせてカロリーや栄養素を自動算出す
る。このデータに基づきLEDが栄養バランスを通
知し、詳細はアプリで確認できる。

★データを活用し、栄養が難しいバイキング形式などに対応するホテ
ル・旅館連携で観光消費の増加を、飲食店連携で「健康志向の店」とし
てのブランド力を高めて収益向上を、そして病院・介護施設連携で正確
な栄養管理と医療連携を強化して医療費の適正化に貢献する
→個人の健康と地域経済の活性化という大きなインパクトを実現

〜パラドックスに終止符を。〜 『カロリス』

■ビジネスプラン
〇テーブル内カメラ 約5000円
〇AIし処理ユニット 約4000円
〇テーブル重量センサー 約3000円
〇スマート皿(モニター付き) 約6000円
〇ケース、外装デザイン 約3000円
〇組立、検品コスト 約3000円

合計原価 24000円

・健康管理×lot市場は年率15~20％で成長
しており、今後も拡大がみられる
・家電市場では、lot家電の平均価格帯(3~6
万円)と一致しており、競争力のある価格帯

経済面のポイント

想定一般価格 59800円

年間契約ホテル数 ５施設
1ホテルあたり導入数 50台

年間売上 59800×50×5=14950000円
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